
 
 

 

日本臨床工学会ベスト・プレゼンテーション・アワード優秀演題賞を受賞 

 

2024年 5月 20 日(月) 

 

福井市で開催されました第 34 回日本臨床工学会(五十嵐茂幸大会長・2024 年 5 月 18 日～19 日)において、

優れた研究・発表に贈られる Best Presentation Award、通称『BPA』に弊社代表の発表演題がノミネートさ

れ、有識者による厳正な審査の結果『優秀演題賞』に選ばれました。 

本学会は厚生労働省所掌の免許『臨床工学技士』を持つ者を中心に医療と工学にまたがる様々な話題を議論

する場です。学会は毎年開催され、この 1 年間で培われた研究成果が発表されます。 

学会の本質は自身の主張を展開するだけでなく、忌憚のない意見を交わすことで、目指すべき目標に近づけ

ることにあります。批評や反論を受けて改良や改善が繰り返され、特に医療では安全性や有効性が学会で認め

られることで患者や医療従事者の元へ届けられるようになります。議論は研究結果だけではなく、実験や統計

処理の方法など様々な点で意見が交わされるのが学会です。 

今回の発表題目は『医療的ケア児の患家 BCP策定支援と療養住環境最適化』です。医療的ケア児とは喀痰吸

引や経腸栄養など何らかの医療的な処置を必要としている患児を指します。その患児が住む場所を患家(かん

か)と呼びます。BCP とは Business Continuity Plan の略称で業務継続計画と訳されます。一般の住居は健常

者が生活する場ですが、療養中の家族が居れば生活環境と療養環境が同時に存在します。その場面や場所を総

合して療養住環境と呼んでいます。本演題は医療的ケア児が居る療養住環境において、何らかの非常事態に直

面しても患児の生命を落とさないための計画や環境について考えました、といった内容です。発表時間の都合

もあるため今回は停電に絞ってお話ししました。 

在宅で人工呼吸器を使う患者数は 2016 年度と 2021 年度を比較すると 20 歳以上は不変、20 歳未満は約 1.5

倍です。小児医療が逼迫する中で、停電時に在宅から入院へ移行する患者が多いと医療崩壊を招く恐れがあり

ます。弊社の研究目標は患児を生命危機にさらさないこと、同時に医療崩壊を未然の防ぐことにあります。そ

の研究に賞を与えて頂けたことは大変有意義であります。 

研究発表に至るまでに多くの方々のご協力、ご支援を賜りましたことを深く御礼申し上げます。 

 

  
 

記 

用 件 ： 第 34 回日本臨床工学会 ベスト・プレゼンテーション・アワード 優秀演題賞受賞 

演 題 ： 医療的ケア児の患家 BCP 策定支援と療養住環境最適化(筆頭演者: 西 謙一) 

問 合 先 ： ＮＥＳ株式会社 お客様係 ｉｎｆｏ＠２４ｍｅｄ３６５．ｎｅｔ 

以上 


